
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

Nia

ジャンク

バロック

ゴシック

13

幸福

17

煉獄

10
命

クスリ

「白い部屋」

『生』

『姉』

一人の女性医師が、ベッドに寝ているキミ達の身体にメスを入れ始めた。 筋弛緩剤で全身の自由を奪われたキミは、麻酔で緩慢となった思考の中、その残虐な行為を受け入れるしかない。  その医師の妄執に満ちた瞳がキミ達の全身を嘗め回すように見つめながら、次々とおぞましい改造をキミの死した肉体に施していく。 『生き返れ。蘇えれ』と譫言(うわごと)のように医師は呟き、終わりのない“治療行為”が行われた。  そう、この部屋で……。

忌々しい記憶と共にありながらも、唯一の大切なもの。 あなたの胎には、小さないのちが宿っていた。 あなたは、その小さな子を、死ぬその時まで大事に、大事にしていた。  ここの病院の人たちは、キミと同じくらい、このいのちも大事にしてくれていた。 自身のこの体が蘇生されたいま、ここは空っぽなのかな。 あの子もこの体の中で懸命にいのちを繋いでいないのかな。

病院で同室だったDolceとは接する機会も多く、いつしかDolceはキミを家族であり姉であると接ようになった。 キミと同じく酷い薬物依存だった彼女は、幻聴が聞こえたり、果てには酷い錯乱状態に陥ることが多く、その影響だったのだろう。 一度、錯乱状態に陥った彼女時たま意味不明の言葉を呟いたり、オカルトに縋る様子も見られた。  それでも、似た境遇にある彼女をキミは、同情か、憐れみか、もしくは正しく慈しみを持って大切にしていただろう。  戦争の渦中であるこの暗い世界で、あの子の望む、姉のようであろうと……。
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

妨害2

支援1か妨害1

肉弾攻撃２

白兵攻撃２＋連撃１

最大行動値+1

肉弾・白兵攻撃におけるダメージ+1

やぶれひまく

防御2

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを1つ、再使用可能にする

バトルパートで「地獄」にいる際、攻撃判定の出目が+1される

壊れた部品
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